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外部環境

 

1.起業の概要


事業名・コンセプト





名前：大下憲彰





【事業名】


【コンセプト】1000万の家で不安の小さい暮らし





（強み）


インテリアの提案もできる不動産屋


FP・FP計画策定も対応できる不動産屋


C.アンティーク業者（１８年）としての実績（存在はしられている）





（弱み）


A.マンパワーが足りない（年４－５件限定のサービスとする）





・ロール（2007年～）からビンテージ家具のバイヤー、インテリアコーディネーターとしてインテリアの提案


・ロールハウスHDにてマンションのリノベ年間１００戸、インテリアやFPとしての実務に携わる


・中小企業診断士（2017年～）








・山口市・防府市の30-40代の住宅取得を検討している世帯（1.6万世帯）


・世帯所得５００万前後


・地方公務員、地元の中小企業勤務、地域医療機関勤務


・将来の先行きを見据え、暮らしは慎重に検討していきたい


・ホワイトカラー


・安く手に入れたいけどそれなりに居心地の良い家





【案件数】


山口県内中古住宅売買件数2500件


うち、山口市及び防府市売買件数約600件


うち、１００万円以上リフォームをともなう物件売買件数150件


→当社の目標受注件数：5件/年





【内容】


・中古住宅売買仲介（100～400万程度）


・インテリアの提案販売（100-200万）


・物件リフォームは提携工務店が施工（リフォーム内容は標準化、テンプレートを弊社から工務店へ提供。リフォーム費用は５００万前後）





【単価】


・不動産手数料　平均単価：30万（宅建業法）


・インテリア販売額 平均単価150万








・既存の県内お客様（約７０００世帯）


・ロールハウスHD


・提携工務店


・付き合いのある金融機関








・住宅ローンに縛られて思うように生きられないお客様の事例を見てきた。


・持家の新築着工件数が2024年度は３割減（2019年度との比較）


・世の中の先行き不透明感、インフレにより生活防衛的な購買行動が目立っている。


・そもそもいい家に住みたいより、「不安・失敗」の小さい暮らしを送りたいと思っている人たちが増えている（？）





商品・サービスの内容【何を】





ターゲットとニーズ【誰に】





創業・開業予定時期：令和　　年　　月　　日





経営理念：関わる人の時間とお金を作る。





支援してくれる人





あなたの実績・経験





創業の動機・目的
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（機会）　　　　　　　　　　　　　


A.2024年4月-2025年3月、山口市及び防府市において中古不動産×100万以上リフォームの個数は約150戸と推定。新築価格の上昇や先行き不透明感から持家の新築着工件数はさらに減少、中古市場へ流入することが見込まれる。


B.住宅ストックの増加と人口減少により、山口県内の中古不動産価格は低迷（買いやすい）





（脅威）


A.人口減少








・同様のサービスを行っているところはない


（需要がまったくないか革新的か）





競合先の特徴





提供方法【どうやって】





A既存店舗での集客及び提案活動


B防府市及び山口市への３０－４０代に向けたインスタ広告によるエリア及び人口動態マーケティング（予算40万程度/年）





【ブランドコンセプト】


家は売らない、「困らない」を売る


ビンテージバイヤーが手掛ける１０００万の家（年５組限定）








